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活動内容について



公益社団法人アニマル・ドネーション

アニマル・ドネーションとは？

「アニドネさん」って
呼ばれています♡



犬猫へ感謝

３つの大切なこと
公益社団法人アニマル・ドネーション
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犬猫の尊厳を守る。共に暮らすことで人は幸せを享受

繋ぐ存在

信頼

中間支援組織として広い繋がり。発展途上の動物福祉分野に必要な存在

高い信頼性や透明性を大切に。最弱者を救いたい、国に認められた公益法人

donation とは？
１．共通の目的のためにチャリティに協力する行為
２．価値ある目的のために自主的に献上される品（金銭・サービス・発案）



税制上の優遇措置対象
個人様：寄付額の4～5割が還付返金 企業様：一定額が損金

沿革
公益社団法人アニマル・ドネーション

2010年

一般社団法人として設立。

日本初の動物専門寄付サイ

トとして2011年に活動開始

2015年

公益法人認定。2018年には

税額控除対象法人認定。賛

助会費は優遇税制対象

2021年

公益社団法人の中でも27法

人しか認定されていない紺

綬褒章認定法人となる
＊対象法人数：2024年3月1日時点

現在

動物関連団体では珍しい中

間支援組織として動物福祉

向上のために活動邁進中



活動実績

公益社団法人アニマル・ドネーション

＊2026年2月末

個人寄付者登録総数

約7000人
オンライン、口座振込で個人・からの寄付者登
録数 ＊2025年5月末時点

寄付企業総数

約400件
寄付コラボ、寄付付き商品、映画コラボ等、企
業との協業 ＊2025年5月時点
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独自の選定基準
●日本全国55団体を認定 ＊内2団体は遺贈のみの支援
●年に一度公募。2人一組で現地視察。1団体につき約15人が審査に関わる

支援先について
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「犬猫の問題」＝「人間の問題」
●地域により異なる問題に立ち向かう団体の活動を後方支援
● NPO法人・行政期間・動物専門化・大学等と広く連携

老犬猫

ホーム

幼齢猫

対策

保護犬×

若者

地域猫

対策

病院×犬

優しさ

シニア×

犬猫

少年院×

犬

虐待×犬
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３つの活動



「動物福祉活動の支援に特化した寄付支援」
2011年に「日本初」の動物関連限定のオンライン寄付サイトを開始

＊日本全国53団体を支援 4カテゴリー（保護活動・介在活動・伴侶活動・啓発活動）

「業界全体の成長を目的とした情報での支援」
認定団体の成長支援を目的とする情報支援や、一般の方の認知向上のために「一緒に犬猫の住

む世界を変える」ために提言サイト「AWGs（アニマルウェルフェアゴールズ）」を運営

「『人と動物の真の共生』を考え社会に広める活動」
大学や企業と連携して調査物発表。法改正を目的とした署名活動にも取り組む

①助成活動

➁情報支援活動

③啓発活動

アニドネの活動

日本の動物福祉向上のため「3つのこと」に注力



自動販売機

寄付

公益社団法人アニマル・ドネーション

助成活動

オンライン

寄付サイト

アニドネ

ふるさと

納税

＋イイコト

募金箱

映画

コラボ

投稿寄付

企業

コラボ

●継続コラボ11件、期間限定コラボ4件、イイコト78件、自販機29台、募金箱15件

企業との寄付連携数 137件（2025年9月時点で実施中）

2011年に「日本初」の動物関連限定のオンライン寄付サイトを開始。動物福

祉活動に特化した全国の動物関連団体への支援にあたり独自の基準に従い団
体を認定。オンラインでの継続支援以外にも、緊急性を要する寄付、企業と
のコラボ寄付、遺贈など寄付の種類や可能性を拡げている1
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●企業様の強みを社会貢献へ。コラボレーションのカタチは様々。継続・期間限定

企業スキーム×アニドネ×寄付

企業コラボ実例



＋イイコト（商品やサービスの一部が寄付）
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緊急度の高い寄付や未来を変える遺贈寄付など



●認定団体ごとに「寄り添う」アニドネリサーチャー制度
●弁護士や獣医師などの専門者を招き学びの場を提供
●団体同士のナレッジ共有、活動プラン共有にて後方情報支援

認定団体へ「寄り添い」そして「共に成長」

情報支援活動
認定団体への寄付支援に加えて、広報活動支援、情報提供、勉

強会開催、印刷物の発行を通じて、認定団体をサポート。それ
ぞれの団体が持つ優れた手法や成功事例をナレッジ化して、業
界全体のつながりやボトムアップを図っている2
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●「手探りの保護活動」から「日本らしい保護活動の確立」
●先駆的な団体さんと専門者が教義
●超現場の悩みを解決
＊多頭飼育崩壊の救い方、行政との付き合い方、ボランティアマネジ
メント、シニアforシニア など

成功事例から学ぶ保護活動

アニドネカレッジスタート   2026年1月
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犬猫保護活動白書発表   2025年4月 ＊協力：アマゾンジャパン合同会社

●企業と協業し、動物保護団体の実態調査。社会での認知アップ
●保護活動の分析により保護活動向上を促進

保護活動の現状と問題を社会へ発信

犬猫保護活動白書 フルレポート
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アクション数

約22,196件

＊2026年4月17日時点

啓発活動
人にも動物にも負担が少なく両者が真に共存できる調和した社会を目指して、動物

福祉に関する課題やゴールを掲げて理解や行動を促進。国内外のリサーチ、専門家
インタビューなどを通じた知見をまとめて将来に向けた提言サイト「AWGs（アニ
マルウェルフェアゴールズ）」を運営。法改正を目的とした署名活動にも取り組む

●「日本の動物福祉を世界トップレベル」にするために、解決したい13のゴールと31のテーマを掲示
●掲示するだけでなく、シェア・いいね・アンケート調査機能・署名機能を搭載

動物福祉の教科書的存在：AWGS(アニマルウェルフェアゴールズ）

3
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●500案件をリサーチし世界の動物法の潮流分析。キーワードは３K「感情・健康・環境」
●企業や一般の方向けのセミナー実施

海外動物法 日本より上位にある31ヶ国をリサーチ
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動物愛護法改正に向けての活動

● 2026年改正に向けて、署名活動。議連への提言
物動物愛護法改正＆民法改正へ
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● 15期実績：14回実施 参加者数：約300名
●「飼い主さん向け、企業向け、学生向け、とターゲットに応じてセミナー内容はカスタマイズ

アニドネセミナー実施

カジュアルだけど中身のしっかり詰まったセ

ッションを開いていただいて大変感激し、私

自身も勉強になりました！

認定団体さんが言われるように、現状の法整備が

不十分な日本の動物福祉業界において、アニマル

・ドネーション様のような第三者評価機関の存在

はとても重要と思います。

セミナー参加者の声 セミナー参加者の声

各種セミナー



●2025年日本最大級の国際ペット産業見本市『第14回インターペット』に参加。期間中に約700人来場
●募集中：パネル展示をしてくださる企業、大学、個人

イベント出展

現状の認知を図る
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運営について
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日本の根深い動物問題を解決するために…

多頭飼育問題
ブリーディング

流通問題

保護ビジネス

法改正飼い主教育

決して諦めることなく活動する中間支援組織



ファンドレイズ

マーケティング

SNS

団体管理

WEB管理

リサーチ

セミナー

バックオフィス

藤岡拓己

システム設計チーム

浅井暁子長嶋奈々海

WEB/広報

団体管理チーム

公益社団法人アニマル・ドネーション

運営
西平衣里
代表理事

累計3万738件（2024年6

月末）の決済システムを

担当。アニドネの寄付の

仕組みを構築

岡部有里

北海道から沖縄まで46の

認定団体（2025年9月時

点）のサポートと、年に

一度の新認定募集を担当

動物福祉向上のためアニ

ドネ認知の広報活動と

WEB＆システム管理。ア

ニドネ大学リーダー

オペレーションオフィス

バックオフィス全般、認

定管理、助成事業、ス

タッフ管理を担当する事

務局長

日本の動物福祉の闇を知

り、いてもたっておられ

ず行動に移しアニマル・

ドネーションを設立

望月舞

ファンドレイズ／AWGs

約400件（2025年6月末時

点累計）の企業社会貢献

活動をサポート。アニマ

ルウェルフェアゴールズ

リーダー
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＊運営スタッフ6名に加え、業務委託、そしてボランティアの総数

総勢約100名で日本を変えようと奮闘しています
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支援への特典

動物に優しい企業として認知され

ます。アニドネのロゴやバナー（

企画による）など使用可です。

社会貢献
アニドネへの寄付も公式サポー

ターも、国に認められた税額優

遇対象となります。

優遇税制対象
寄付を開始すると、ご担当者様

や企業全体として士気向上に繋

がります。

社会的共感
寄付商品やサービスを企業で取

り組むことにより新たなチャン

ス獲得となります。

ビジネス機会



◆法人会員：アニドネ公式法人サポーター 

◆会費：年間30,000 円～ ※賛助期間：1 年間～ ※決済方法／口座振込

◆会員資格：動物福祉向上に沿っていない企業を除く全企業 

※法人として一定の審査あり

※寄付額やアニドネとの連携内容により「アニドネ公式エグゼクティブ

法人サポーター」に認定させていただきます。

◆会員特典

・アニドネマガジン（会報誌）のご提供

・アニドネサイトへの企業ロゴ掲載

・アニドネロゴの提供（企業HPへの掲載可）

・アニドネが推進する「AWGs企業アンバサダー」への企業ロゴ掲載

＋

【年額10万円以上の企業様】

・インタビュー記事をアニドネサイト内に掲載

・企業別オンラインセミナー（ご希望に応じて）

・アニドネ公式法人サポーターバナーのご提供（企業HPへの掲載可）

公益社団法人アニマル・ドネーション

法人公式サポーター



THANK'S
FOR WATCHING

日本の動物福祉を

世界トップレベルへ！

必ずや実現すべく、私共は活動を続けます。

同志としてお力添えをお願いいたします！

公益社団法人アニマル・ドネーション
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